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Planioとは
Redmineベースのクラウドサービスです。

https://plan.io/ja/
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Planioと私の604日

Day 1

使用開始

Day 48

全社展開

Day 99

ベンダー1用PJ

Day 104

ベンダー2用PJ

Day 139

ベンダー3用PJ

Day 225

作業時間管理

Day 586

ヘルプデスク機能

Day 265

A,B,C,D社共有用PJ

Day 452

ベンダー3用PJ

NowStart
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Day 1
Planioを選んだ理由

• Dxチーム内のタスク管理でプロジェクト管理ツール導入したい。

• 環境のメンテナンスをしたくないのでSaaSにしたい。

• My RedmineかPlanioか…Planioの方が機能が多そう。

• 試しにPlanioにしてみる。
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参考-Planioの画面
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参考-Planioのモジュール
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Day 48
全社で使用する

• DxでPlanioでタスク管理することをマネージメント層に報告したところ
タスクや課題をPlanioで一元管理することになり、Non-ITメンバーも使用
することに。

• スマフォアプリを利用するメンバーも。
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Day 99~139
外部ベンダーとの連絡手段

• 各ベンダーとのQA・タスク・障害・課題管理をPlanioで一本化する。
→ ベンダーさんの立場だと嫌かもしれません。

• 「くたばれPPAP！」の精神で
ドキュメントのやり取りはメール添付ではなくPlanioにておこなう。

• PlanioのSubversionまたはGitリポジトリ（無制限！）を利用できるので
大量のドキュメントの授受はプライベートGitを使用する。
→ ただしITベンダーに限る！
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PPAPとは

Passwordつきzip暗号化ファイルを送ります

Passwordを送ります

Aん号化

Protocol



Day 225
作業時間を管理する

• 準委任契約ベンダーの作業時間をPlanioの時間管理機能で管理する。
→ これもベンダーさんは嫌かもしれません。

• 作業時間管理は直感的にも入れやすい。
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No Ticket, No Work



Day 265
他社との情報共有

• ベンダーではない他社との情報共有用のPJを用意

• A社からのQAを他社にWikiを利用して公開
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Day 452
前年のベンダーPJ復活

• 必要な時に必要なPJを作成・復活させる運用として
前年度にやり取りしたベンダーのPJを復活する。

• プロジェクト数の上限があるので
プロジェクトを終了したりアーカイブしたりしてやりくりする。
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Day 586
ヘルプデスク機能利用開始

• 外部からの質問や依頼に対応するためのPJを作成し
ヘルプデスク機能を利用する。

• Planioにユーザー登録されていないメールアドレスからでも
指定のメールアドレスにメールを送るとチケットを作成してくれる。

• 「 inbox+XXXXXXX@plan.io」といったメールアドレスで
問い合わせをしたい人には抵抗あるため、ヘルプデスク用メールアドレス
を別に用意し「～@plan.io」へ転送するように設定する。

• 残念ながらまだ質問がない…。
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mailto:inbox+auditconfirmation+d62d+smpl@plan.io


参考-ヘルプデスク機能
指定のアドレスにメールを送るとチケット登録される
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参考-ヘルプデスク機能
回答する場合はチケット編集する

① 回答先（=問い合わせ元）を選択

③ 注記に回答内容を記載。
あらかじめ設定したヘッダーとフッターが出力されてお
り、実際に送信されるメールのイメージで確認できる。

② 外部ノート～にチェックを入れると
①で選択したメールアドレスに注記内容を送信する。

14



参考-ヘルプデスク機能
問い合わせ元の管理
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参考-ヘルプデスク機能
ヘルプデスク設定抜粋

xxxxxxxxxx
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あえてネガティブなコメントをあげるなら…

1. クレジットカードではなく振込を選択したため、ドイツの銀行に振り込
みする必要があり、振込手数料が数千円必要でした。また、振込処理に
時間がかかり未支払いの督促が…。

2. 日本語訳されていない箇所があります。

3. 連絡先の性別がデフォルト「男」なので未選択がいいと思いました。
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604日を振り返ってみて

1. 機能が充実しています。特に以下の機能を重宝しています。
• 作業時間管理
• ヘルプデスク
• リポジトリ
• 二要素認証

2. 以下の機能を活用したいです。
• Agile
• チャット
• Pidoco
• Video Conference
• GitHubとの連携

3. サポートは日本語で、迅速かつ丁寧です。
ファーエンドテクノロジーさんが対応してくださいます。
いつもありがとうございます！！
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我ながらやってよかった運用
1. スモールスタート

• 最初から完璧な設定にしない

• 運用の中で設定や利用方法をブラッシュアップしていく

2. Planioユーザーのフォローを欠かさない
• 手順書としてドキュメントは作成せず、手順や共有事項はWikiに集約する

• チケットのテンプレートを用意し、Wikiにリンクを記載する

• Markdownに慣れない人のチケットは編集してあげる

• キャプチャをExcelに貼って、そのExcelをチケット添付する人には
チケットに直接キャプチャを貼り付けるように指導する

• 課題や障害チケットの内容があいまいな場合は容赦なく差し戻す

3. 野良Excelは許さない

• 特にベンダーさんはタスクをExcelで二重管理しがちなので
Planioで一元管理するメリットを伝え徹底する

4. くたばれPPAP！に少し貢献
19



これからもPlanioの活用方法を模索していきます

ご興味ある方は無料トライアルを！

https://plan.io/ja/

ありがとうございました
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